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顧客情報の記録⽅法やデータの保存⽅

法、保存場所、また、これらのデータの

利⽤⽅法や利⽤場⾯について様々なパタ

ーンを検討しなければいけません。例え

ば、郵便、Webページ、店頭販売、カス
タマーセンター、外回りの営業スタッ

フ、またはマーケティング戦略や広告な

ど、顧客とのコミュニケーションは様々

な⼿段が考えられます。

CRMの活⽤⽅法

実のところ、必要性を具体的に評価をす

る⽅法はありません。しかし、顧客との

コミュニケーションに利⽤しているチャ

ネルの量がCRMの必要性を表す可能性が
あります。チャネルが多岐にわたるほ

ど、CRMを活⽤する必要性が⾼く、顧客
の「閲覧」を集めることができます。

CRMの活⽤や必要性に関する指標

CRM事業では以下のカテゴリのデータを
集計しなければいけません。

・受注⽇、配達⽇

・仕⼊量、販売量

・顧客アカウント情報

・Webページ登録データ
・カスタマーサポート

・サービスの関連情報

CRM活⽤時に集計するデータ

CRMの⽬的
・顧客に対するより質の⾼いサー

ビス

・提供顧客サービスセンターの⽣

産性向上

・営業社員が⾏う受注業務の徹底

的な効率化

・マーケティング

・販売プロセスの簡素化新規顧客

開拓売り上げ向上

CRM
CRMとはCUSTOMER
RELATIONSHIP MANAGEMENT
の略で、顧客関係を管理するツー
ルです。顧客のニーズや習慣を正
確に調査することで、顧客とより
深い関係を築き、正確で効率のよ
いアプローチが可能となります。
また、アカウント情報、ニーズ、
連絡先情報といった顧客情報を管
理し、より質の⾼いサービス提供
が可能になります。

システム導⼊サポート



企業の管理業務で会計ソフトを使うと、時間節約、最⼤限の経費削減、報告書作成作業の

簡素化など様々なメリットがあります。会計ソフトを取り⼊れるべきか悩んでいません

か？みなさんが会計ソフトについて理解を深め、適切なご判断をするサポートができれば

うれしいです。

なぜ会計ソフトを利⽤しなければいけないのでしょうか。これは企業経営者からよく受ける質問です。

多くの経営者は⼿作業での業務をシステム化しておらず、会計ソフトによるメリットを受けていない様

⼦が⾒受けられます。弊社がが会計ソフトの利便性について⼀部紹介させていただきます。

会計ソフトが必要な理由

メリット２： 精度が⾼い

メリット1： 作業時間を減らすことが
できる

メリット3： 使いやすい

メリット4： 各種レポートが作成
可能

メリット5： 給与表の計算・
作成が可能

メリット6： 税務処理が可能



開発プロジェクト管理システム

プロジェクト管理は簡単なことではありません。プロジェクトを進めていく中で多くの問

題、トラブルが発⽣し、解決することができずにプロジェクトの停滞を招いてしまうことも

あります。そのため効果的な管理ツールを利⽤し、⽇々の業務の中で発⽣し得る様々な失敗

やミスをできる限り防がなければなりません。現在、開発プロジェクト管理システムは多く

の企業や組織にご検討いただいています。しかし、なぜ、他でもない開発プロジェクト管理

システムなのか、疑問に思う⽅もいらっしゃるでしょう。開発プロジェクト管理システムの

どのような点が役に⽴つのでしょうか。以下がみなさんにおすすめしたいポイントです。

・プロジェクトの業務量は少なくありませ

ん。とりわけ、⼤型プロジェクトには多くの

部⾨があり、簡略的な⽅法ではプロジェクト

を完璧に管理するのは難しいです。プロジェ

クトの管理業務は⼤変なことばかりで、効率

の良い正確な管理ツールを使わなければ、運

営に⽀障をきたしてしまいます。

 ・プロジェクト実施中は想定外の事態が発⽣
し、プロジェクトの中断を招く事態が発⽣す

る可能性がたくさんあります。

 ・プロジェクトの管理者、全体責任者はいつ
も同じ場所で仕事をしているわけではなく、

あらゆるトラブルに対応できるわけではあり

ません。特に⼤型プロジェクトではプロジェ

クトサイトがたくさんあり、別々に仕事をし

ていては結合作業やシステム構築を同期化で

きません。そのため、引継ぎがとても難し

く、突然の出来事や想定外の出来事に対応す

ることができないのです。

・従来のプロジェクト管理⽅法では、最⼤限

の効果が発揮されません。様々なケースや場

⾯で情報処理プロセスが間違っている可能性

があるからです。

・開発プロジェクト管理システムは様々なプ

ロジェクト管理委員会の実際の苦労やニーズ

を基に開発され、発⽣しうる問題の⼤部分に

対応することが可能です。そのため、迅速

に、効率よくプロジェクトを管理することが

できるのです。 



“ERP”という単語の R と P、2つの⽂字は新

たな経営管理の⼿法について表してます。

RはResource (資源)の頭⽂字です。経営にお

いては、⼀般的に「資源」とは財源、⼈的資

源、テクノロジーのことを指します。⼀⽅、

ERPシステムにおいては「資源」は「資産」

を意味します。 経営管理業務にERPシステム

を取り⼊れることで、「資源」を「資産」に

変えることができるのです。そのためには以

下のことが必要です。

Pは Planning（計画）の頭⽂字で、経営管理

において認知度の⾼い概念です。 ここで意識

しなければいけないことは、ERPシステムは

経営計画の策定をどのようにサポートするの

か、ということです。

ERPシステムは企業の各部署別のコンピュータシステムを取り⼊れていません。

資産、⼈事、経営、⽣産、在庫管理などの部⾨で個別に稼働していたソフトウェ

アに変わり、ERPシステムはこれらを⼀元化して最も経営にふさわしいソフトウ

ェアプログラムとなりました。ERPシステムは企業の要望に合わせて各部分の設

定をフレキシブルに変えることができます。ERPシステムの核となる技術的な機

能は、⾦銭管理や多量の企業・⽀店情報の管理が許可されていること、多⾔語表

⽰が可能であること、ExcelからのインポートもしくはExcelへのエクスポートが

可能であること、ドリルダウンデータ分析が可能であることなどです。

ERPシステムは業務内容や、⽣産・経営プロセスで必要なノウハウに関する

計画策定をサポートするツールでもあります。例えば、価格⽅針、割引率、

仕⼊れ⽅について、原料の仕⼊れ⽅法の選定、最適な⽣産モデルの算出など

といったサポート通じて計画を策定します。これによって各業務での誤りを

最⼩限に抑えます。加えて、ERPシステムによってグループ企業間、部署

間、そして部署内部の連携が進み、全社員統⼀の業務対応⼿順が⽣み出され

ます。

ERP



⼩企業の場合、給与表作成作業を合理
化できる⽅法を⾒つけてください。給
与表作成に特化した⼈事給与システム
でよいですが、リーズナブルな基本使
⽤料のものを選ぶ必要があります。

⼩企業

社員50⼈以上の規模の企業に勤める⼈
事担当者の場合、基本給関連の機能の
ある⼈事給与システムを使うと、より
多くの恩恵を受けることができるでし
ょう。この規模の企業にとっては、社
員の試⽤期間や銀⾏⼝座への直接振り
込みへの対応、納税機能やその他の機
能（従事業務や⼯数の管理など）があ
った⽅が有益で、総合的な⼈事管理シ
ステムの⽅が好ましいと考えられま
す。

中企業

⼈事部署を経営資源計画を策定する部
署に発展させ、給与表の作成、⼈的資
源の管理、そして可能であれば⼈的資
源管理システムも⼀元化できるものが
必要です。会計部署と各システムのよ
うに、⼈事部署内の他の担当者と⼈事
給与システムの給与表を緊密に結び付
けることができるでしょう。

⼤企業

⼈事給与システム

⼈ 事 給 与 シ ス テ ム （ Payroll
software ）は所得税、補償⾦、年
末のボーナス、給与表、⽋勤、給与

⽀払い、利益管理や社員の書類管理

など、給与⽀払い業務を処理するシ

ステムのことです。多くの企業や組

織はこれらの管理業務を外部委託し

ています。しかし、⾃社内で処理を

するのが会社にとって最も好まし

く、多くの⼈事給与システムがサポ

ート体制を整えています。

⼈事給与システムへの

投資が必要な理由

給与表は作成頻度が⾼く、同時に正

確性も求められるので、各作業プロ

セスの⾃動化システムへの投資が必

要です。⼈事給与システムによって

ミスを極⼒抑えることができ、作業

時間短縮をしながら、正確性を向上

させることができます。


